
2026年度６月情報交換会 

 

日時：2026年 6月 24日（水）14:00 

場所：本部棟 ３２会議室             

 

日頃より東北公益文科大学の事業にご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

今月の情報交換会について、以下の内容で発表いたします。 

貴広報媒体による取材や事前広報について特段のご配慮を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

【発表内容】 

 

１ 公立化記念式典、「庄内」産学官連携プラットフォームの設立及び公立化記念講演について 

 

 

２ 2026年度大学院オープンキャンパスの開催について 

 

 

３ 超学際演習（電動キックボードの安全利用）成果発表会について 

 

 

４ 台湾・東呉大学×東北公益文科大学による日台学生交流について 

 

 

５ “国際学部新設記念”JICA協力隊パネル展及び協力隊セミナーについて 

 

 

６ 酒田市における「中心市街地の再生」学生によるプレゼンテーションの開催ついて 

 

 

７ 2026年度大学オープンキャンパス開催について 

 

次回の情報交換会は、７月２２日（水）に開催予定です。 



 

２０２６年６月２４日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

公立化記念式典、「庄内」産学官連携プラットフォーム 
の設立及び公立化記念講演について 

（開催告知と当日取材のお願い） 
 

本学は今年で開学 25周年の節目を迎え、本年 4月から公立大学法人として新たにスター

トし、さらには国際学部を新設するなど、地域と共に学び、未来を切り開くための新しい

取組みを進めています。 

これらを記念した式典及び講演を開催するとともに、庄内地域の持続的な発展を目指す

「庄内」産学官連携プラットフォームを設立し、関係機関とともに宣言を行います。 

  

記 

 

〇日  時 2026 年7 月 8 日（水）14 時から 16 時まで 

〇会  場 酒田市公益研修センター 公益ホール 

〇スケジュール  

１４時   公立化記念式典 

 １４時３０分「庄内」産学官連携プラットフォーム設立宣言 

 １５時   公立化記念式典 

       テーマ：地域と大学の新しい関係～公立化の意義と展望～ 

       講師 ：神奈川大学名誉教授 兼子良夫氏 

           （本学経営審議会委員） 

    〇参 加 費 無料 

〇申込方法 専用の申込フォームにてお申込みください（https://x.gd/N3Jlu） 

      （〆切７月３日（金）まで） 

    〇そ の 他 別紙チラシのとおり 

◎「庄内」産学官連携プラットフォームの概要 

別紙をご覧ください。 

 

 
 

（お問い合わせ） 

法人企画課 TEL：0234－41－1119 

https://x.gd/N3Jlu


令和８年６月 24 日 

東北公益文科大学 

 

「庄内」産学官連携プラットフォームについて 

 

１ 名称 

「庄内」産学官連携プラットフォーム 

 

２ 設置背景 

   公立化と併せて進めてきた本学の機能強化については、「東北公益文科

大学機能強化の基本方針（令和７年９月）」において、機能強化の大きな

柱として地域課題への取組み、地域に必要な人材の育成及び学生の地元定

着に向けた「産学官連携プラットフォーム」の創設が打ち出された。 

   その後、設立団体による中期目標及び中期目標を受けた東北公益文科大

学の中期計画にプラットフォームのあり方を定めるなど、創設に向けた議

論が行われてきた。 

 

３ プラットフォームの特徴 

  大学が関わるプラットフォームが全国では２００を超えて存在している

中、本学が創設するプラットフォームは、次の特徴を有する。 

 （１）全国で唯一「公益学」を学べる大学における学際的な取組みの活用

（幅広い分野の教員が在籍） 

 （２）小規模な大学ならではの教員間の柔軟な連携や、小回りが利く、スピ

ード感のある研究活動が可能な体制 

 （３）地元をよく知る学生（県内出身の学生が約５割）による、地元をフィ

ールドとする研究が可能な環境 

 （４）庄内地域に立地する複数の高等教育機関における、連携土壌の形成 

 

４ 組織体制 

   ・山形県及び庄内地域２市３町 

   ・商工関係団体 

・高等教育機関 

   ・高等学校 

 

組織図イメージは裏面のとおり（参画組織は６月 24 日現在調整中） 

以上 



 



お申込み
お問合せ

7月3日（金）までに、申込みフォームからお申込みください。
〔お申込みURL〕 https://x.gd/N3Jlu

東北公益文科大学 法人企画課 TEL：0234-41-1119

申込みフォーム

公立化記念式典 14:00～14:30

主催：東北公益文科大学 後援：庄内開発協議会・東北公益文科大学後援会

公立化記念講演 15:00～16:00

「庄内」産学官連携プラットフォーム設立宣言 14:30～15:00

山形県大江町生まれ。
神奈川大学名誉教授、元学校法人神奈川大学理事長・元学長、大阪大学大学院経済学研究科単位取
得満期退学・大阪大学博士（経済学）、日本説得交渉学会名誉会員（前会長）、山形県総合政策審議会
会長、一般社団法人横浜経営者倶楽部理事。
文部科学省大学設置学校法人審議会大学設置分科会特別委員、公益財団法人大学基準協会理事、
公益財団法人私立大学退職金財団理事、日本私立大学協会理事、日本サラマンカ大学友の会理事、
神奈川県私立大学連絡協議会会長、神奈川県日中友好協会副会長などを歴任。

行政・産業界・高等教育機関・高等学校と連携し、庄内地域の持続的な発展に取り組む新たな組織
“「庄内」産学官連携プラットフォーム”の設立を宣言し、皆様へご紹介します。

第2回以降のテーマや内容は、詳細が決まりましたら大学のホームページなどでお知らせします。

公立化の意義を共有し、地域社会における大学の役割や地域と大学の新しい関係について考えます。

東北公益文科大学 公立化・開学2 5周年・国際学部新設記念連続講座

地域と大学の新しい関係
～公立化の意義と展望～

テーマ

講 師 神奈川大学名誉教授 兼子 良夫 氏

かねこ よしお

参加費

無 料

令和8年7月8日(水) 14：００～16：00 （開場13:30）

酒田市公益研修センター 公益ホール

地域と大学の新しい関係
～公立化の意義と展望～

地域と大学の新しい関係
～公立化の意義と展望～

第1回テーマ第1回テーマ



 

 

２０２６年６月２４日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

公益大大学院オープンキャンパスの開催について 

（開催告知のお願い） 

 

東北公益文科大学大学院では、多様な分野の研究が可能なリカレント教育やリスキ

リングに活用いただける制度も設けています。地域の方々に本学大学院を知っていた

だく機会として、オープンキャンパスを下記のとおり開催いたします。 

つきましては、貴媒体による事前の開催案内について、格段のご配慮を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

  

 

記 

 

○日  時 2026年７月１１日（土） 10時 30分から 11時 30分まで 

○会  場 鶴岡キャンパス 大学院ホールまたは オンライン（Zoom） 

○内  容 研究科説明、ゼミ紹介・院生生活紹介、制度案内、院生・教員との座

談会 

○参 加 費 無料 

○申込方法 大学院ホームページからお申込みください（〆切７月７日（火）まで） 

○その他  別紙チラシをご覧ください。 

 

お問い合わせ 

 大学院事務室（鶴岡キャンパス） 

 電 話 0235－29－0555 

 

★ ポイント 

⚫ 「オンライン参加」と「来場参加」を選ぶことができます。 

⚫ 大学院生の研究や生活について、院生本人が紹介します。 

⚫ 教員と大学院生との座談会を通して、大学院での学びをより深く知ること

ができます。 

 



公益大大学院

OPEN
CAMPUS

2026 年7月11 日(土)
10時00分 11時30分

鶴岡キャンパス
または オンライン （ Zoom ）

公益大の学部生については
キャンパス間シャトル便を利用できます
詳しくはお問い合わせください

お申し込み
大学院ホームページを経由してお申し込みください 7月7日（火）締切

お問い合わせ
東北公益文科大学 大学院事務室 （受付 平日 午前8時30分～午後5時00分）
電話 0235－29－0555 E-mail gs＠koeki-u.ac.jp

https://www.koeki-u.ac.jp/
site/academics-gs/

公共経営領域

国際関係領域

情報科学領域

地域共創領域
ス ク ール

ソーシャルワーク
教育課程

研究科説明

ゼミ・院生生活紹介

入学・研究テーマ決定の経緯

研究・ゼミの様子、

１週間のスケジュール等を紹介

院生・教員との座談会



 

２０２６年６月２４日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

超学際演習（電動キックボードの安全利用） 
成果発表会について（当日取材のお願い） 

 

東北公益文科大学（山形県酒田市）は、2026 年度に開講した授業「超学際演習（電

動キックボードの安全利用）」の成果発表会を開催します。本授業は、交通安全、観

光などの分野を横断しながら、酒田市における電動キックボードの安全な利活用につ

いて、学生が主体的に課題解決に取り組む超学際型の教育プログラムです。地域社会

における新たなモビリティの導入と安全確保の両立をテーマに、関係機関との連携の

もと実践的な学びを進めてきました。 

授業では、一般財団法人酒田 DMO 代表理事の荒井朋之氏による講話や市内での走行

体験を実施するとともに、学生が班ごとにテーマを設定し、利用体験、アンケート調

査、実験、走行調査などに取り組みました。 

成果発表会では、「リーフレット班」「お薦めルート班」「実験班」「利用意向調

査班」「教育班」の 5 班が、それぞれの活動成果を発表します。電動キックボードの

ルールの理解を促進するための広報手法、市内中心部における走行しやすいルートの

提案、道路環境と走行しやすさの関係に関する調査結果、利用意向に関する意識調査、

安全利用を促進する教育方法など、多面的な視点から検討した成果を報告します。 

つきましては、貴社媒体による当日の取材につきまして、特段のご配慮を賜ります

ようお願い申し上げます。  

 

 

     

記 

 

○日 時 2026 年 7月 13日（月） 

10時 40分から 12時 25分まで 

○会 場 酒田キャンパス 104教室 （教育研究棟 1階） 
○内 容 学生による成果発表 

※講義の一環のため学生のみの聴講となります。 

                     

★ ポイント 

⚫ 電動キックボードの安全利用と地域活用をテーマとした超学際型授業の成果発表 

⚫ 学生が酒田市内や学内での走行体験や現地調査、アンケート調査、実験を実施 

⚫ 学生による地域課題解決型学習の成果を地域へ還元 

お問い合わせ 

 メディア情報コース 神田 直弥  

電話：0234－41－1111 E-mail：naoya@koeki-u.ac.jp 



 

 

2026 年 6 月 24 日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

台湾・東呉大学×東北公益文科大学による 
日台学生交流について 
（当日取材のお願い） 

 

日頃より、東北公益文科大学に格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、酒田 DMOが実施する「日台学生交流プログラム」の中で、台湾より東呉（と

うご）大学の学生 12 名を本学に迎え、学生との交流会を開催する運びとなりました。 

当日は、少人数のグループに分かれての交流や、学生によるキャンパスツアー、SNS

（Instagram）を活用したリアルタイム発信などを通して、学生同士の相互理解と国際

交流の促進を図ります。 

つきましては、当日の取材について特段のご配慮をお願いします。 

  

記 

 

○日 時 2026 年 6月 29日（月）13：30から 16：00 まで 

○会 場 酒田キャンパス 新世紀館 3階 SALC 

○当日のプログラム（予定） 

①第一部（13:30～14:50）本学参加学生：公益学部 2～4年生 約 20名 

・学長挨拶 

・記念品紹介（酒田米菓×公益大コラボ せんべい） 

・日台交流ミニ企画（少人数グループによる学生交流） 

・東呉大生による台湾語講座 

・公益大生による山形弁/庄内弁講座  など 

②第二部（15:00～16:00）本学参加学生：国際学部 1年生 約 15名 

・公益大生によるキャンパスツアー 

・Instagram リアルタイム発信 など 

 

 
お問い合わせ  

国際交流センター事務室（教務学生課内） 

 電 話：0234－41－1116  



 

２０２６年６月２４日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

“国際学部新設記念” 

JICA協力隊パネル展及び協力隊セミナーについて 
（開催告知・当日取材のお願い） 

 

この度、本学の国際学部において JICA（独立行政法人国際協力機構）山形デスクと

連携し、パネル展及びセミナーを開催する運びとなりました。 

パネル展では、JICAの制度や本学卒業生の平沼里穂子さん（ウガンダ共和国派遣 

）や県内出身者を含めた協力隊員などの活動内容をパネルにてご紹介します。 

また、協力隊セミナーでは、JICA山形デスク（又は JICA東北センター）スタッフ

が JICA 協力隊制度を説明するほか、鶴岡市で活動中の元協力隊員・佐久間麻都香さ

んを招いたＪＩＣＡ協力隊の活動経験談や経験を生かした現在の活動状況などの発表、

学生との意見交換を行い、学生の国際的な活動への意識醸成や関心、知識を深めます。    

つきましては、パネル展の告知及び当日のセミナーの取材について、特段のご配慮

お願いします。 

  

記 

◎パネル展 

      

・期 間   2026年6月 30日（火）～7月 7日（火） 

9時から 17時まで 
・会 場   酒田キャンパス 公益ギャラリー（本学本部棟１階） 

・内 容   パネル１４点程度を展示予定（別紙のとおり） 

  ・その他   どなたでもご覧いただけます。 

◎セミナー 

・日  時   2026年７月７日（火） 15時 05分から 16時 50分 
  ・場 所   酒田キャンパス 中研修室１（公益ホール） 

・講 師   １Ｂｌｕｅ（株） 佐久間麻都香さん（ブルキナファソ農業隊員） 

・その他    ①講義の一環のため学生のみの聴講となります。 

         ②当日の内容やスケジュールは別紙のとおりです。 

 

 

 

◎お問い合わせ   

国際学部 梅津 千恵子  

電話：0234－41－1261 



〇パネル設営イメージ 

 

〇山形県出身者を紹介する協力隊パネル（例） 

 

 
本学卒業生である平沼里穂子さん（ウガンダ共和国派遣）のパネルのほか、制度説明のパネル 

を設置予定 



 

 

2026 年 6 月 24 日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

酒田市における「中心市街地の再生」 
学生によるプレゼンテーションの開催ついて 

（当日取材のお願い） 
 

本学の観光・まちづくりコースの授業「中心市街地の再生」では、まちづくりにおけ

る実践的な課題発見と解決に関するノウハウ習得を目的として、酒田市の中心市街地

を対象としたフィールドワークや中心市街地を「若者の居場所」とするためのアイデ

アメイキングを行ってきました。 

この度、授業の最終回でこれまでの成果を共有するプレゼンテーションを実施しま

すので、当日の取材につきまして特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

  
 

記 

 

○日 時 2026 年7月 13日（月） 

10時 40分から 12時 25分まで 

○会 場 酒田キャンパス中研修室１ （公益ホール１階） 
○報告者 2～4年生 約 60名 

○講 師 伊東 優（東北公益文科大学 非常勤講師） 

安川 智之（酒田市副市長） 

酒田市都市デザイン課 

菅原 裕太（株式会社菅原工務所） 

○その他 講義の一環のため学生のみの聴講となります。 

 

 

☆ポイント 

● 大学生がリアルな目線で中心市街地の現状を捉え、自ら主体的なプレイヤーと

してまちをより良くするための提案を行います。 

● 単なるアイデアではなく“どうやったら事業にできるか”というフィージビリ

ティを追求します。 

● 酒田市関係者や民間事業者を外部講師に招致し、実際のまちづくりへの連続的

な展開を図ります。 

お問い合わせ 

 観光・まちづくりコース 伊東 優 

 電話：090-1510-8598 E-mail：ito-yu@e.koeki-u.ac.jp 



 

 

2026年 6月 24日 

公立大学法人東北公益文科大学 

 

大学オープンキャンパスを開催します 
（開催告知のお願い） 

 

本学の学びや特長を皆さまに知っていただくため、オープンキャンパスを７月と８

月に開催します。 

大学説明や入試説明などの定番企画に加え、模擬講義や学部別・コース別プログラ

ムなどを開催し、さまざまなコーナーに参加していただくことで、楽しみながら大学

での学びを詳しくご説明いたします。 

つきましては、貴広報媒体によるイベント情報欄掲載などによる事前の開催案内に

ついて、特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

  

記 

 

○日 時 2026年7月12日（日）・8月2日（日） 

午前の回  9時 30分から 13時まで（受付開始 9時） 

午後の回 13時 30分から 17時まで（受付開始 13時） 

※午前と午後は同内容です 

○会 場 酒田キャンパス（受付：大学本部棟１階） 

○内 容 大学説明会、模擬講義、入試説明会、各学部・コース別プログラム、 

教職課程説明会、学生生活紹介、留学体験レポート、キャンパス見学 

ツアー、学生募集要項配布（予定） など 

○申 込 大学ホームページより開催日 3日前まで受付 

※各回定員となり次第締め切ります（定員：各回 220名） 

 ○その他：山形県内各地の駅（米沢・赤湯・山形）及び寒河江 SA から無料送迎バ

スを運行予定（要申込）  ※下線部は６月からの変更内容です。 

 

★ポイント 

⚫ 大学説明に加え学部・コースに分かれて特長や学びを紹介 

⚫ 7月の模擬授業は樋口恵佳准教授の「法解釈は楽しい-高校の勉強も役に立つ-」 

⚫ 8月の模擬授業は広崎心教授の「産学連携商品開発における用途拡大の可能性」 

⚫ 入学者選抜について開催日時点での最新情報のお知らせ 

⚫ 学生募集要項も配布開始（予定） 

お問い合わせ 

 入試事務室  電話 0234－41－1118 
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